
６つの貢献分野に対して、社会的インパクトの観点で2030年度に向けた指標と目標を設定しています。

貢献分野 貢献するSDGs 指　標 FY30目標 FY22実績

カーボン
ニュートラルの
達成

 

お客様事業のCO2排出
抑制量※1

（FY18からの累計）

10億t-CO2

（内、50%以上は再生可能
エネルギー、新技術による）

3.8億t-CO2

（内、再生可能エネルギー
2.7億t-CO2）

主に風力発電への貢献が
伸長しました。

温室効果ガス排出量
（Scope1,2）
（基準年FY19）

2030年 50%削減
2040年 100%削減

14.8%削減
再生可能エネルギー調達が
拡大しました。

温室効果ガス排出量
（Scope3※2）
（基準年FY19）

30%削減 4.4%削減
ハード製品の物量減により、
排出量が抑制されました。

企業や社会の
効率化

お客様の生産性効率化
で創出された経済価値

2兆円 2,048億円
生産・エネルギー効率化事業
を拡大しています。

ライフサイクル
最適と環境保全

持続可能な操業に貢献
している工場の数

2万工場 6,280工場
ライフサイクルサポートによ
り、持続可能な操業に貢献し
ています。

安全と
健康の向上

安全や健康に貢献して
いる人数

１億人 4,978万人
海外での水環境ソリューション
事業を拡大しています。

資源循環型
エコシステムの
創造

資源循環に貢献する
新規ビジネス立ち上げ
の状況

複数の資源循環システム
の確立

横河バイオフロンティア株式会社がバイオマスマテリアル
事業を展開するなど、資源循環型システムの構築を進め
ています。

能力を発揮
できる
環境の実現

社員のWell-beingを
高めるエンゲージメント

世界トップ集団と同レベル
エンゲージメント
サーベイスコア 76%

サーベイ結果を踏まえた施策
を実行することで、スコアの改
善に取り組んでいます。

変革に向けた人財育成・
能力開発の実績

フューチャースキルセット
（新事業や新分野で活躍す
るためのスキル）の習得

DX人財育成の取り組みなど事業成長につながる人財育
成を進めています。

ダイバーシティ、
エクイティ&インクルー
ジョンの達成度

女性管理職比率 20% 13.3%
地域の状況を踏まえて拡大に
取り組んでいます。

上位の意思決定層の
ダイバーシティ向上

事業成長に必要となるダイバーシティの定義を検討し、
目標の設定を検討しています。

※1：お客様の再生可能エネルギー発電や低炭素エネルギー生産によるCO2排出量を、平均的な化石燃料の使用によるCO2排出量と比較し、その差分を実績として計上しています。
※2：購入した製品・サービス（カテゴリー1）および販売した製品の使用（カテゴリー11）を対象としています。

社会インパクト指標の達成に貢献する事業活動について、2023年度に向けた指標と目標を設定しています。

貢献分野 注力領域※1 指　標 FY23目標 FY22実績

カーボン
ニュートラルの
達成

再生可能エネルギーの発電支援 ■ ◆
お客様事業のCO2排出抑制量※2

（FY18からの累計）
5億t-CO2 3.8億t-CO2

再生可能エネルギーの輸送、貯蔵、
活用支援

■ ■ ◆

再生可能エネルギー向け計測器
の売上高伸長率（基準年FY20）

2.2倍 2.5倍

電池電極用厚さ計の出荷台数
伸長率（基準年FY20）

1.7倍 3.2倍

（自社）事業所とサプライチェーンの
GHG削減

◎

温室効果ガス排出量（Scope1,2）
（基準年FY19）

10%削減 14.8%削減

温室効果ガス排出量（Scope3※3）
（基準年FY19）

10%削減 4.4%削減

企業や社会の
効率化

スマートマニュファクチャリング事業、
コンサルティング、ERP、MES、EMS

■ ■
生産・エネルギー効率化事業の
受注伸長率（基準年FY20）

1.3倍 1.2倍

医薬・食品バリューチェーンの最適化
（MES, LIMS, EQMS）

■
医薬・食品バリューチェーン
最適化支援事業の受注高伸長率

（基準年FY20）
1.3倍 1.1倍

（自社）オペレーション最適化 ◎

業務自動化による削減時間
（基準年FY18）

300,000時間 329,066時間

社内業務プロセスの
デジタル化率

63% 63%

ライフサイクル
最適と環境保全

プラントの長期最適運用支援 ■ ■

ライフサイクルサポート契約
プラント数

6,000プラント 6,280 プラント

無線設備監視センサ受注台数
伸長率（基準年FY20）

3.2倍 1.4 倍

設備保全管理システム契約
ライセンス数

8,500ライセンス 7,683ライセンス

プラントの環境負荷低減支援 ■ ■ ■
環境分析計受注高伸長率

（基準年FY20）
1.3倍 1.2倍

（自社）事業所における環境保全
（水、生物多様性）

◎
事業所の取水量

（基準年FY19）
4%削減 2%削減

安全と
健康の向上

プラントと働く人の安全、保安支援 ■ ■
安全計装システム提供数 157システム 157システム

プラント運転訓練シミュレータ
提供システム数

30システム 21システム

ライフサイエンス ■
創薬開発支援製品の
売上高伸長率（基準年FY20）

2.5倍 1.2倍

ライフライン・上下水道支援 ■
水環境改善ソリューション提供数

（日本を除く）
90ソリューション 87ソリューション

（自社）労働安全衛生、人権尊重 ◎ ISO45001認証取得実績
主要拠点での取得

（12拠点）
主要拠点での取得

（10拠点）

資源循環型
エコシステムの
創造

高機能化学やバイオケミカル産業への
貢献、リサイクルビジネス効率化支援

■ ★
高機能・高付加価値、精密化学品
向けの受注高伸長率

（基準年FY20）
1.6倍 2.6倍

能力を発揮
できる
環境の実現

（自社）社員のWell-beingと
エンゲージメント

◎ エンゲージメントサーベイスコア 81% 76%

（自社）変革に向けた人財育成と
能力開発

◎ 1人当たりのトレーニング時間 1人当たり40時間 41.3時間

（自社）ダイバーシティ、エクイティ＆
インクルージョンの推進

◎
女性管理職比率 12.5% 13.3%

障害者雇用率（日本） 2.50% 2.52%

※1：注力領域に対応する「事業セグメント」および「事業を支える基盤」を示す記号
■：エネルギー＆サステナビリティ事業、■：マテリアル事業、■：ライフ事業、◆：測定器事業、★：新事業、◎：事業を支える基盤
※2：お客様の再生可能エネルギー発電や低炭素事業を、平均的な化石燃料の使用によるCO2排出量と比較し、その差分を実績として計上しています。
※3：購入した商品・サービス（カテゴリー1）および販売した製品の使用（カテゴリー11）が対象

6つの貢献分野ごとに、社会への貢献の度合いを測る長期的な指標（社会インパクト指標）と、
AG2023において社会へ貢献する事業の成長を測る中期的な指標（事業活動指標）を定めています。
事業活動指標に沿って活動することで、社会インパクト指標の達成を目指します。事業活動指標は、
それぞれ役員レベルの実行責任者が、目標達成のための活動を各組織のメンバーに落とし込んでお
り、このPDCAを通じて貢献と成長を加速させていきます。
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